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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

　会社の経営者たちが
　食肉の生産へ

発点は、「ソーシャルグッドな事
業をしたい」。野々宮さんは、
学生時代に起業して以来20

年間会社を経営し、資本や利益を追求
してきた。来年40歳になるのを機に、社会
的な事業への挑戦を決める。もともと肉
好きという共通項があった経営者仲間が
集まり、牧場巡りを始めた。牛舎で工業的
に生産される牛を見て、広い牧草地で走
り回って育った牛との違いに考えを巡ら
せた。日本の畜産業界のなかで、安心安
全で美味しい食の生産を目指したプロジ
ェクトが始まった。

出

戸市で、廃棄物を循環利用す
る取り組みが始まっている。昨
年度はスターバックスの店舗

廃棄物から、近畿大学の技術を用いて
固形燃料「バイオコークス」を製造すると
いう、全国初の実証実験が行われた。ゆ
くゆくは市内の飲食店やコンビニなど
様々な業種の事業者から出る廃棄物や
公園の剪定枝などをバイオコークス化し、
ごみの減量・資源化を進める考えだ。今
年度はマクドナルドとモスバーガーが新
たに参画し、さらに廃棄物の種類を増や
して実験を行う。
　バイオコークスは密度が高いため、燃
焼時間が長く、輸送コストも抑えられる。

また、簡単に着火しないため、保管する
上でも安全という。店舗にとっても、廃棄
コストを削減できるメリットがある。
　今後、神戸市は、一般廃棄物処理基本
計画で掲げる「2025（平成37）年度までに
事業系ごみの排出量の総量を10%削減
する（平成25年度比）」という目標に寄与
するため、バイオコークスの製造事業者や
利用事業者を誘致してリサイクルチェーン
の確立を目指す。同時に環境啓発イベント
も開催し、資源循環の“見える化”で市民
の環境意識の向上にも努めるという。

神

日本の畜産業界に新風
牧草牛・放牧豚などの精肉店オープン

9月30日（土）は 「交通事故死ゼロを目指す日」～9/21（木）から9/30（土）は秋の全国交通安全運動～

【交通安全運動 運動重点】

●子どもと高齢者の安全な通行の確保と
　高齢運転者の交通事故防止
●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中
　の交通事故防止
●全ての座席のシートベルトとチャイルドシート
　の正しい着用の徹底 
●飲酒運転の根絶

協力：兵庫県警察

　兵庫県は他府県に比べ、チャイルドシートの使用率が低調だ。交通事故に限らず、カー
ブ走行中や急ブレーキをかけたときに座席から子どもが転落し、怪我をする危険がある。6
歳未満の子どもには体格に応じたチャイルドシートを正しく着用させることが必要だ。 
  高齢者が道路を横断中に車と衝突する事故も多発している。道路を横断する時は、いつ
もの慣れた道でも「とまる」「みる」「まつ」を実践することが求められる。
   秋口は、夕暮れから夜間に交通事故が増加傾向にある。
歩行中・自転車乗用中…明るい色の服装や反射材・懐中電灯を活用する
車を運転中…早めのライト点灯やハイビーム・ロービームのこまめなライトの切替えを行う
上記のような方法で周囲に自分の存在を示すなどし、交通事故防止に努めよう。

　がん死亡の原因の多くが
　タバコと“要因不明”

012年の国立がん研究センタ
ーの予防研究グループの報告
によると、日本人のがん死亡の

原因として代表的なものがタバコと感染
症だが、食生活や運動不足が影響するケ
ースはわずかで、実はそれ以外は「要因
不明」である場合が多い。双子が同じが
んにかかる確率を調査したフィンランドの
データによると、両方ががんにかかったの
は一卵性でもわずか13%で、遺伝が原因
であるケースもそれほど多くない。また、が
んを防ぐと言われる食物には確実と認定
されているものはなく、サプリメントでビタミ
ンを大量摂取した結果、健康になるどころ
か肺がんの罹患率が18%上昇したという
実験結果もある。大阪国際がんセンター
がん対策センターの中山富雄氏は、「がん
は多くの場合原因不明で、確実な防御因
子もないのが現状です」と話す。

　早期発見に繋げる
　各種検診の受診率

防策がない以上、がん検診に
よる早期発見は非常に大切だ。
協会健保組合は、各企業に

対し従業員への「職域がん検診」の実
施を指示している。しかし、実施の最終
的な判断は企業に委ねられており、大企
業に比べると中小企業では実施率が低
くその内容もまちまちだ。こうした問題に
対し、国では職域がん検診の基準となる
指針を定めることを決定し、精力的にサ
ポートする動きを見せ始めている。兵庫
県では、健康づくりに取り組む企業や団
体を「健康づくりチャレンジ企業」として
登録し、従業員数が300名以下の企業
に対しては、乳がんや子宮頸がんの受
診費用を全額または一部補助するなど
企業のがん対策をサポートしている。

受診率向上で早期発見へ
がん撲滅の鍵は検診

2

予

医療の進歩により、1990年代半ばをピークに、日本人のがんによる死亡率は減少している。一方で、高齢化が
進む中、がんにかかる割合は1980年代以降増加傾向にある。生存率が高まっているとはいえ、患えば生活の
質を下げるがん。予防や早期発見のためには、何をすればいいのだろうか。

産官学連携で全国初の挑戦
廃棄物からバイオコークスを生成

レー・フォー・ライフ・ジャパン
2017芦屋が、9月2日、3日と芦
屋市川西運動場で開催され

る。これは、がん患者や家族の支援、がん
征圧のためのチャリティーイベントで、
1985年にアメリカで始まった。日本では、
2007年に芦屋で本格開催されたのを始
まりとし、今年11回目。年々活動地区は増
え、いまや全国約50カ所で行われている。
　イベントの内容は、夜をまたいで個人
やチームでタスキをつなぎながら歩くとい
うもの。再会できたことを祝い、亡くなった
方 を々しのぶ。そして、夜明けには共に朝
を迎えられたことを喜び、また来年再会で
きることを約束するなどだ。

　集まった寄付金は、運営費を除いて
「公益財団法人　日本対がん協会」に
集められ、患者支援の活動や新薬開発
への研究、若い医師育成のための補助
金、検診の受診啓発活動など、がん征圧
のために使われる。昨年の芦屋からの寄
付総額は約170万円。
　実行委員の城村勉さんは、「たとえ参
加者が減っても続けること。帰ってくる場
所を絶やさないことが大切」と、地元市
民・事業者の更なる参加を期待する。

リ

がん征圧チャリティーイベント
芦屋で開催　

北海道に取得した自社の放牧牧場。広大な地を駆け回る豚
に、バイヤーも「こんなに幸せそうな豚は見たことがない」と感心
するそうだ。

お酒を飲みながら楽
しめるイートインメニ
ューも提供し、朝か
ら閉店まで客足が
絶えない。

阪急苦楽園口駅徒歩3分。平日は各々の仕事
があるため、営業はメンバーが時間のとれる金・
土・日曜のみ。

コーヒー豆のかす100％
や、紙類や食品残渣（ざん
さ）を混ぜたものなどで固
形燃料「バイオコークス」を
製造する。

今年2月、スターバックスのスタッフ
とお客が集まり、薪ストーブでバイオ
コークスを燃焼させた。自分たちが
出したごみがどう使われ、どう返って
くるのかを見せることで、環境への
意識を高めたいとしている。

会場では、がん経験
者のみが参加できる
語りの会や、追悼の
思いを伝える場所な
ども設けている。

苦楽園に牧草牛などの小売とイートインを提供する「GOODGOODMEAT（グッドグッドミート）」が7月29日にオープンした。
「世界中の食卓を極上赤身肉で笑顔にしたい」というコンセプトのもと、日本の畜産業界で挑戦を始めた代表の野々宮
秀樹さんに、話をうかがった。

　非正規の従業員や専業主婦など、職
域がん検診を受診できない人には、各市
町が実施するがん検診が提供されてい
る。しかし、高齢者が多い兵庫県の山間
部の市町では受診率が高いものの、全
国と比較すると県内の受診率は全体的
に低い。中山氏によると、検診の方法によ
っても受診率は大きく左右されるという。
例えば、日程が決まっている集団検診より、
自分の好きな日にかかりつけ医で受診で
きる個別検診を行なっている自治体のほ
うが受診率は高い傾向にある。また芦屋
市では、2012年から採便した検査容器
の郵送で大腸がん検査ができるようにし
たところ、受診者が増加したという。費用
も受診率に影響している。芦屋市では、
肺がん検診の受診率が県平均と比べ2
倍以上高いが、これは肺がん検診のみ
受診費が無料であるためと予想される。
また大阪府箕面市では、5つのがんで個
別検診を無料で行なっていることが功を
奏し、あらゆるがん検診で受診率が高い。

　受診率向上のための
　各市町の取り組み

診率の向上を目指して、各自治
体は様々な取り組みを進めて
いる。神戸市では、一定の年齢

の方に対し受診勧奨のハガキを送付する
とともに、40歳になると1年間5大がん（胃・
肺・大腸・子宮・乳がん）検診全てを無料
で受けられる無料券を送付している。阪
神間では比較的高い受診率を維持して
いる芦屋市では、働き盛りの若い世代の
受診を促すため、受診記録や生活改善
の自己記録ができるように、昨年から40、
50、60歳の市民に健康手帳を配布。この
中にがん検診のリーフレットも含め、早くか
ら健康に興味関心を持ってもらうための
環境を整えている。ただ、テレビなどで有
名人のがん発症が話題になると、受診率
が大きく上がる傾向にある一方で、こうし
た市の取り組みに対する市民からの反
応は薄い場合が多く、検診への意識をど
う高め、どうアプローチするかが多くの自
治体で課題となっている。

　予防や早期発見に
　求められる対策

期発見できれば、手術や内視
鏡など治療法の選択肢は多
い。放射線治療など新しい治

療法もたくさん出ているので、まずは検診
を受けてほしい」と話す中山氏。「肺がん
を調べる腫瘍マーカーの“シフラ”の場合、
40%のがんが見落とされ5%の人はがん
ではないのに陽性反応が出ます。腫瘍マ
ーカーの中で最も精度が高いとされるシ
フラでもこうですから、早期診断には血液
検査ではなく画像診断が必要です」。さ
らに重要なのは「正しい知識を持つこと」
と中山氏。インターネットに出回るネガティ
ブな情報に振り回されず、国立がん研究
センターなど公的な機関から情報を入手
することを勧めている。
　がんはあらゆる死因の中でも死亡数で
ワースト1であり、かつそのうちの約3割を
も占める。国や府県でも新たながん対策
推進計画を立てている最中だが、「自治
体は、若い世代にもっと手厚いサポートを
してほしい」と中山氏。今後、早期発見が
必要な若い世代を検診にどう呼び込め
るか、国、そして自治体の本気度が試さ
れている。

　新たに築く独自の畜産

本の食肉業界では、霜降りA5
ランクの牛肉がもっとも高い評
価を受ける。「脂身が多く味の

濃い肉が、白ごはんのおかずにマッチし、
高級だという認識が広まった」と野々宮さ
ん。畜産農家が利益を上げるには、A5ラ
ンクを目指して牛を生産するのが近道だ。
穀物主体のエサで脂肪のつきをよくし、柔
らかい肉質を作る。さらに生産効率を上げ
るために、狭い牛舎で大量の牛を短期間

で飼育する。「霜降り肉を求めている消
費者ばかりではありません。僕たちも、効
率を度外視してでも牧草地で健康的に
育てられた赤身肉を食べたいと思いま
した」と野々宮さん。しかし、放牧牛は広
い牧草地が必要で、牛舎では1haあた
り1,500頭を飼育できるのに対し、放牧
牛では1頭しか飼育できない。また、日本
の畜産業界は、牛の繁殖から小売まで
の間に多数の業者が介在する完全分
業制で成り立っているため、A2、A3の
評価を付けられてしまう赤身肉の生産
を目指そうという流れにはなりにくい。そ
こで同店では、自社で買い付けた子牛
を畜産農家に委託して牧草地で育てて
もらう方法で、飲食店への卸売や店舗
での小売を始めた。

　牧草牛・放牧豚の魅力

地の狭い日本では牧草牛・豚の
飼育は困難で、北海道や九州
の一部でしか実現できない。し

かし、たくさん運動した筋肉質の牧草牛か
らとれる赤身肉は適度にサシが入り、アミノ
酸などの栄養価が高く、旨味も多い。同店
では、今年4月に自社で放牧牧場を取得し、
1,500頭の豚の飼育を始めた。牛の牧場も
取得し、繁殖から飼育、販売までを完全自
社資本で行い、理想の食肉生産を目指す。

◀大阪国際がんセンター　
　がん対策センター疫学統計部 部長
　医学博士 中山富雄氏

各市の各種がん検診の受診率推移

受 「早
胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん子宮頸がん

胃がん検診 大腸がん検診 肺がん検診 子宮頸がん検診 乳がん検診

神戸市

芦屋市

西宮市

満40歳以上。
600円 個別なし

満40歳以上。
500円 郵送法あり

満40歳以上。
1,000円

当年度20歳以上の
偶数歳の誕生日を迎
える女性。1,700円

当年度40歳以上の偶
数歳の誕生日を迎える
女性。40歳代2,000
円、50歳以上1,500円

35歳以上。血縁者
に胃がん者がいれば
30歳以上。2,500
円 個別なし

40歳以上。800円 
（11月～2月の期間
のみ郵送法あり）

40歳以上。胸部レン
トゲンは無料（喀痰検
査は必要な方のみ
900円）

20歳以上の女性。
1,000円
2年に1回

視触診：30～39歳まで
の女性 400円。マンモ
グラフィ：40歳以上の女
性2,000円。2年に1回

40歳以上。
集団 1,000円
個別 実施なし

40歳以上。
集団 600円
個別 1,200円

40歳以上。
集団300円
（喀痰検査700円） 
個別なし

20歳以上［年度年齢が
偶数歳の方］の女性。
集団 1,000円
個別 1,400円

40歳以上［年度年齢が
偶数歳の方］の女性。
集団 1,500円
個別 1,800円

大阪府と兵庫県提供の資料をもとに作成
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芦屋市の「健康手
帳」。健康維持に関す
る情報掲載や検診の
結果を書き込んだり綴
じたりして、健康管理
することができる。

昨年の様子。走る人や歩く人、募金だけに来る人など参加の
仕方は様々。続けていくために、それぞれが無理なくできる範囲
で参加ができる。

日

土
貿易やIT、アパレ
ルなど多様な業種
の起業家仲間た
ちが集まった。

日本人のがんの死亡原因

出典 ： Inoue M. Annals Oncol 2012
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主な死因別死亡数の割合（平成27年）

出典 ： 厚生労働省 平成27年人口動態統計より

不慮の事故 3.0
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悪性新生物
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心疾患
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9.4老衰 6.6
脳血管疾患
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その他
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自殺 1.8

大動脈瘤及び
解離 1.3

慢性閉塞性肺疾患
（COPD） 1.2
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